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A. 研究目的 

小児がん拠点病院を中心とした小児

がん診療の整備が進められている。全

国で 15 の小児がん拠点病院が選定さ

れ、各ブロックごとに拠点病院間およ

び拠点病院と連携病院との連携した小

児がん診療が構築されつつある。 

小児がん拠点病院選定後の小児がん連

携病院を調査することで、拠点病院の

役割、連携病院との連携の在り方、課

題が明らかになる。 

B. 研究方法 

東海・北陸ブロックにおける小児が

ん拠点病院である名古屋大学医学部附

属病院と三重大学附属病院から連名

で、ブロック内の小児がん連携病院へ

アンケート調査を行い、診療実績、療

養体制、診療機能、長期フォローアッ

プ体制実施状況、教育提供体制につい

て調査した。 

 

 

研究要旨 

全国で 15 の小児がん拠点病院が選定され、各ブロックごとに拠点病院間、

および拠点病院と連携病院との連携した小児がん診療が構築されつつある。

小児がん拠点病院選定後の小児がん拠点病院の小児がん患者動態を調査し、

東海・北陸ブロックにおいて、再発難治小児がん患者を中心に小児がん患者

の拠点病院への紹介が増加していた。この動きは固形腫瘍に顕著で、白血病

患者の患者動態に変化はなかった。小児科、小児外科、脳外科、整形外科、

放射線科など集約的治療が必要な難治小児がん患者の集約化と標準治療で治

癒が期待できる患者の均転化を目的とした小児がん連携病院協議会の設立

と、連携協議会メーリングリストによる小児がんに関する相談を可能にし

た。別に東海北陸地区小児がん相談ネットワークを設立し運用を開始してい

る。また、東海北陸地区において、TV 会議システムを用いて小児がんに関す

る症例検討、勉強会を 2 回行い、北陸・東海地区の 14 施設をつないで開催で

きた。 
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C. 研究結果 

1) 患者の集約化について 

 拠点病院を中心にブロック内での一

定の集約化がなされており、特に脳脊

髄腫瘍、移植症例については進んでい

る。TV 会議システムやインターネッ

ト等を利用し、症例検討・研究会を行

うことで、ブロック内での診療機能の

向上につなげる必要がある。 

 

2) 施設整備状況について 

・療養体制：医療者以外で配置されて

いる職種が 施設間で異なり、相談支

援体制を整備し、ブロック内での各職

種のスキルアップを図っていく必要が

ある。 

・診療機能：AYA 世代及び長期 FU 外

来において施設間格差が目立つ。これ

らの充実にはブロック内での集約化は

困難であり、遠隔間での事例検討・研

修会を開催するなど地域連携する工夫

が重要である。 

・教育体制：依然小中学校の院内教育

体制が整っていない施設もある。特に

高校教育の保障に向けた働きかけが重

要である。 

 

3) 北陸地区と東海地区の連携強化に

ついて 

平成 30 年 6 月 1 日に「東海北陸ブロ

ック地域 小児がん医療提供体制連絡

協議会」を、名古屋大学医学部附属病

院で行った。また、平成 30 年 6 月 30

日には「第 3 回小児がん診療体制にお

ける東海北陸ブロック多職種連携研修

会 」を金沢にて開催した。 

さらに、小児がんに関する症例検

討、勉強会を行うために平成 30 年 9

月 11 日に中部地区 14 施設（名古屋大

学、名古屋市立大学、藤田保健衛生大

学、名古屋医療センター、岐阜大学、

三重大学、浜松医科大学、静岡県立こ

ども病院、富山大学、金沢大学、金沢

医科大学、石川県立中央病院、福井大

学、新潟大学）を接続拠点として症例

検討会を行った。 

また、平成 31 年 3 月 15 日には、

TV 会議システムを利用した「小児血

液・がんセミナーin 中部」を開催す

る。接続会場は 13 施設（名古屋大

学、名古屋市立大学、藤田医科大学、

名古屋医療センター、名古屋第一赤十

字病院、岐阜大学、浜松医大、静岡県

立こども病院、富山大学、金沢大学、

金沢医科大学、石川県立中央病院、新

潟大学）となる。 

 

D. 考察 

名古屋大学病院、三重大学病院とも小

児がん拠点病院選定後に患者数は増加

していたが、固形腫瘍の紹介患者が顕

著であったが白血病患者の動態に大き

な変化は見られなかった。 

北陸・東海地区の施設整備状況は、施

設間で異なり、ブロック内での各職種

のスキルアップを図っていく必要があ

る。 

これまでの懸案であった、北陸と東

海地区をつないだ「小児血液・がん症

例検討会」、「小児血液・がんセミナー

in 中部」を TV 会議システムで開催で

き、必要に応じて小児がん診療の相
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談・連携が可能となった。 

 

E. 結論 

小児がん拠点病院先生により、小児

がん拠点病院へ再発・難治小児がんの

紹介（特に固形腫瘍）が増加した。一

方で、小児がん拠点病院から連携病院

への逆照会患者もあり、連携した患者

動態が伺われた。北陸・東海地区の連

携について、北陸での多職種連携講習

会の開催や、TV 会議システムを用い

た小児がん症例検討会、小児血液・が

んセミナーを開催でき、さらに小児が

ん診療に関する相談・連携が促進され

ることが期待できる。 

 

F.健康危険情報 

（総括研究報告書にまとめて記入） 
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 2. 実用新案登録 

該当なし 

 

3. その他． 

特記事項なし 

 


